
小
口
城
の
う
つ
り
か
わ
り

城
か
ら
学
校
、
そ
し
て
公
園
へ

明
治　

22
年
（
１
８
８
９
）

　
　
　

39
年
（
１
９
０
６
）

　
　
　

40
年
（
１
９
０
７
）

大
正　

４
年
（
１
９
１
５
）

　
　
　

昭
和　

11
年
（
１
９
３
６
）

　
　
　

13
年
（
１
９
３
８
）

　
　
　

16
年
（
１
９
４
１
）

　
　
　

22
年
（
１
９
４
７
）

　
　
　

27
年
（
１
９
５
２
）

　
　
　

34
年
（
１
９
５
９
）

　
　
　

37
年
（
１
９
６
２
）

　
　
　

38
年
（
１
９
６
３
）

　
　
　

40
年
（
１
９
６
５
）

　
　
　

41
年
（
１
９
６
６
）

　
　
　

49
年
（
１
９
７
４
）

　
　
　

51
年
（
１
９
７
６
）

　
　
　

54
年
（
１
９
７
９
）

　
　
　

62
年
（
１
９
８
７
）

平
成　

２
年
（
１
９
９
０
）

　
　
　

10
年
（
１
９
９
８
）

　
　
　

11
年
（
１
９
９
９
）

　
　
　

17
年
（
２
０
０
５
）

　
　
　

22
年
（
２
０
１
０
）

　
　平

成　

31
年
（
２
０
１
９
）

小
口
尋
常
小
学
校
が
小
口
神
社
境
内
に
開
校

大
口
村
成
立

大
口
第
二
尋
常
高
等
小
学
校　

創
立

「
小
口
城
址
」
石
碑　

建
立

戦
役
記
念
碑　

建
立

二
宮
金
次
郎
像　

建
立

相
撲
場　

設
置

大
口
村
北
国
民
学
校
に
改
称

大
口
村
立
大
口
北
小
学
校
に
改
称

プ
ー
ル　

竣
工

講
堂
兼
体
育
館　

竣
工

大
口
町
立
大
口
北
小
学
校
に
改
称

校
歌
制
定
、
プ
ー
ル　

竣
工

観
察
池
、
岩
石
園
、
パ
ノ
ラ
マ
園　

竣
工

お
と
ぎ
の
山　

完
成

鉄
筋
校
舎　

竣
工

運
動
場
、
庭
園
整
備
完
了

大
口
西
小
学
校
開
校
に
伴
い
児
童
移
籍

プ
ー
ル
改
築

「
大
志
の
像
」　

建
立

「
考
え
る
人
」　

建
立

旧
門
柱
移
設
完
了

小
口
城
址
公
園
竣
工

講
堂
耐
震
工
事　

完
了

大
口
北
小
学
校
移
転

旧
校
舎
取
り
壊
し
完
了

「
多
世
代
が
集
う
憩
い
広
場
」
オ
ー
プ
ン

五条川堤に
桜の植樹始まる

長
禄　

３
年
（
１
４
５
９
）

文
正　

元
年
（
１
４
６
６
）

応
仁　

元
年
（
１
４
６
７
）

文
明　

元
年
（
１
４
６
９
）

　
　
　

　
　
　

　
　
　

７
年
（
１
４
７
５
）

　
　
　

８
年
（
１
４
７
６
）

　
　
　

10
年
（
１
４
７
８
）

　
　
　

11
年
（
１
４
７
９
）

　
　
　

13
年
（
１
４
８
１
）

長
享　

元
年
（
１
４
８
７
）

　
　
　

２
年
（
１
４
８
８
）

延
徳　

３
年
（
１
４
９
１
）

明
応　

元
年
（
１
４
９
２
）

　
　
　

４
年
（
１
４
９
５
）

天
文　

６
年
（
１
５
３
７
）

天
文　

12
年
（
１
５
４
３
）

天
文　

13
年
（
１
５
４
４
）

　
　
　

20
年
（
１
５
５
１
）

永
禄
年
間     

（
１
５
５
８
）

　
　
　
　
　

  

（
１
５
６
９
）

天
正　

12
年
（
１
５
８
４
）

織
田
広
近
、
小
口
城
を
築
城

尾
張
守
護
斯
波
氏
の
内
紛
に
よ
り
広
近
、
一
族
と
と
も

に
斯
波
義
廉
を
救
援

尾
張
に
お
い
て
守
護
斯
波
氏
の
内
紛
と
、
守
護
代
織
田

氏
の
内
紛
が
結
び
つ
き
争
う

﹇
東
軍
：
斯
波
義
敏
・
織
田
敏
定×

西
軍
：
斯
波
義
廉
・

織
田
敏
広
（
広
近
の
兄
）﹈

広
近
、
余
野
徳
林
寺
を
再
興

広
近
、
木
之
下
城
を
築
城
（
現
在
の
犬
山
市
立
図
書
館

南
側
の
愛
宕
神
社
）

広
近
、
隠
居
所
「
万
好
軒
」
を
つ
く
る

敏
定
、
守
護
所
の
下
津
城
を
攻
め
て
焼
く

敏
定
、
守
護
代
と
し
て
清
須
に
籠
城

敏
広
、
こ
の
こ
ろ
岩
倉
城
を
築
城
し
て
入
城

敏
広
没
し
、
岩
倉
方
は
清
須
方
の
斯
波
義
良
（
義
寛
）

に
帰
順

10
月
８
日
、
広
近
、
兄
敏
広
の
子
・
千
代
夜
叉
丸
と
敏
定

と
共
に
、
将
軍
足
利
義
政
・
日
野
富
子
ら
に
贈
物
を
す
る

広
近
、「
万
好
軒
」
に
隠
居
す
る

12
月
９
日
、
広
近
、
近
江
出
陣
中
に
陣
屋
で
火
事
を
出
す

寛
近
（
広
近
の
子
）、
広
近
の
画
を
描
か
せ
、
梅
心
瑞

庸
（
鵜
沼
承
国
寺
）
が
こ
れ
に
画
賛
を
書
く

広
近
没
す
る

将
軍
足
利
義
材
の
近
江
六
角
氏
攻
め
の
時
、
敏
定
親
子

と
と
も
に
寛
近
等
岩
倉
方
も
従
軍

広
近
の
遺
命
を
受
け
た
敏
定
が
「
万
好
軒
」
を
改
め
妙

徳
寺
創
建

敏
定
、
美
濃
船
田
合
戦
中
に
病
死

寛
近
、
織
田
信
秀
の
稲
葉
山
攻
め
に
際
し
立
政
寺
に
禁

制
を
掲
げ
る

寛
近
、
病
床
の
信
秀
に
代
わ
り
、
斉
藤
道
三
と
美
濃
守

護
と
の
争
い
の
仲
裁
役
と
し
て
土
岐
小
次
郎
（
美
濃
守

護
の
子
）
に
手
紙
を
書
き
、
争
い
を
鎮
め
る

信
長
の
小
口
攻
め
﹇
小
口
城
主
・
中
島
豊
後
守
（
犬
山

城
家
老
）﹈

こ
の
戦
い
で
信
長
の
家
臣
、
岩
室
長
門
守
、
戦
死

小
口
城
の
勢
力
、
信
長
側
に
投
降
（
小
口
城
が
廃
城
に
）

秀
吉
方
の
砦
と
し
て
再
利
用

～

応仁・文明の乱
はじまる犬山城築城

小牧山城
築城

堀尾吉晴
生まれる
（松江開府の祖）

織田信長による尾張統一

小牧・長久手の戦い

小
牧
長
久
手
の
戦
い

３
月
６
日

３
月
13
日

３
月
17
日

３
月
29
日

４
月
８
日

４
月
９
日

４
月
12
日

５
月
７
日

５
月
10
日

６
月
３
日

６
月
16
日

７
月
３
日

７
月
９
日

７
月
15
日

７
月
17
日

７
月
29
日

８
月
19
日

８
月
29
日

９
月
６
日

９
月
７
日

９
月
18
日

９
月
27
日

９
月
29
日

10
月
２
日

10
月
17
日

11
月
５
日

11
月
９
日

11
月
12
日

11
月
15
日

伊
勢
国
長
島
城
に
お
い
て
、
織
田
信
雄
が
重
臣
３
名
（
岡
田
重
孝
・

津
川
義
冬
・
浅
井
田
宮
丸
）
を
、
秀
吉
に
通
じ
て
い
た
と
い
う
理
由

で
殺
害
。

↓
家
康
方
・
秀
吉
方
と
も
に
尾
張
・
伊
勢
を
中
心
に
兵 

力
を
差
し
向

け
る
。

秀
吉
方
の
池
田
勝
入（
恒
興
）・
森
長
可
が
犬
山
城
攻
略
。各
所
を
放
火
。

↓
当
初
伊
勢
が
主
戦
場
に
な
る
と
踏
ん
で
い
た
両
陣
営
は
、
こ
れ
を

契
機
に
犬
山
方
面
へ
急
行
。

【
羽
黒
合
戦
】（
秀
吉
方
）
勝
入
・
長
可×

（
徳
川
方
）
酒
井
忠
次
な
ど

↓
酒
井
勢
が
大
勝
を
お
さ
め
る
。

秀
吉
、
楽
田
城
入
城
。
こ
の
前
後
に
家
康
・
信
雄
も
小
牧
山
城
入
城
。

↓
両
陣
営
と
も
に
「
陣
地
」
を
構
え
る
。

秀
吉
方
は
守
備
の
手
薄
な
三
河
へ
攻
め
入
り
家
康
の
背
後
を
か
く
乱

す
る
た
め
、
池
田
勝
入
・
森
長
可
を
先
陣
、
三
好
信
吉
（
の
ち
の
秀
次
）

を
大
将
に
出
陣
。

未
明
、
家
康
も
密
か
に
出
陣
。
朝
に
は
信
吉
に
大
勝
し
、
そ
の
報
を

受
け
た
勝
入
・
長
可
は
引
き
返
そ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
家
康
勢
と
ぶ

つ
か
る
。

↓
勝
入
・
長
可
等
、
主
だ
っ
た
武
将
が
相
次
ぎ
戦
死
。
秀
吉
も
長
久

手
方
面
へ
進
軍
す
る
が
引
き
返
す
。

秀
吉
、
墨
俣
の
他
、
木
曽
川
沿
い
の
城
を
普
請
。

↓
尾
張
・
美
濃
国
境
地
帯
に
布
陣
を
展
開
さ
せ
る
こ
と
に
。
５
月
初

め
に
は
岐
阜
城
に
入
る
。

秀
吉
、
信
雄
方
の
加
賀
野
井
城
（
現
在
の
岐
阜
県
羽
島
市
）
を
攻
略
。

秀
吉
、竹
鼻
城
（
現
在
の
岐
阜
県
羽
島
市
）
の
包
囲
開
始
（
水
攻
め
）。

竹
鼻
城
開
城
。

【
蟹
江
合
戦
】
信
雄
方
の
蟹
江
城
を
滝
川
一
益
が
奪
う
。
６
月
12
日
に

清
須
へ
帰
陣
し
て
い
た
家
康
は
蟹
江
城
へ
急
行
す
る
。

家
康
、
蟹
江
城
を
奪
取
。

家
康
は
、一
益
の
伊
勢
国
神
戸
城
を
攻
略
。信
雄
と
と
も
に
伊
勢
進
出
。

秀
吉
、
再
び
大
垣
ま
で
出
陣
。

家
康
、
兵
の
数
を
半
数
に
減
ら
す
。

秀
吉
、
再
び
大
坂
へ
戻
る
。

秀
吉
、
尾
張
国
内
ま
で
出
陣
。

家
康
・
信
雄
、
清
須
か
ら
岩
倉
ま
で
兵
を
進
め
、
秀
吉
の
来
襲
に
備

え
る
。
兵
は
尾
張
北
部
の
中
央
に
展
開
す
る
。

和
議
と
人
質
の
話
題
が
浮
上
す
る
が
翌
日
（
９
月
７
日
）
に
は
決
裂
。

家
康
、
重
吉
城
（
現
在
の
一
宮
市
）
へ
兵
を
派
遣
。

秀
吉
、
河
田
城
（
現
在
の
一
宮
市
）
へ
。

家
康
、
清
須
へ
移
動
。

秀
吉
、
大
坂
へ
戻
る
。

秀
吉
上
洛
。
６
日
に
大
坂
へ
戻
り
、
22
日
に
北
伊
勢
へ
向
け
て
出
陣
。

家
康
、
三
河
へ
一
旦
帰
国
。
美
濃
方
面
へ
再
出
陣
。

秀
吉
、
信
雄
方
の
伊
勢
国
長
島
城
へ
接
近
。

家
康
、
清
須
へ
移
動
。

和
議
成
立

両
軍
、
和
議
成
立
に
伴
い
、
今
回
の
合
戦
で
新
た
に
構
築
、
も
し
く

は
再
利
用
し
た
城
の
破
却
。

小
口
城
、
秀
吉
方
の
砦
と
し
て
再
利
用
。

秀
吉
、
小
口
に
禁
制
を
出
す
。

３
月
末
〜
４
月
上
旬

４
月

秀
吉
、
小
口
よ
り
南
西
方
面
は
稲
葉
良
通
（
一
鉄
）
に
任
せ
る
。

５
月
２
日

小
牧
衆(

家
康
方)

が
物
見
の
際
、
小
口
衆(

秀
吉
方)

と
戦
闘
。

６
月
28
日

秀
吉
、
小
口
城
の
塀
・
柵
は
犬
山
へ
、
兵
糧
は
長
島
へ
移
す
と
い
う

指
示
を
出
す
。

発
端

長
久
手
合
戦

和
議
の
成
立・
終
結
へ

旧大口北小学校多世代が集う憩い広場 鉄筋と木造校舎　昭和48年（1973） 航空写真　昭和30年代後半

（
令
和
元
年
）

三河

尾張

美濃

三重

五
条
川

揖
斐
川

庄内川

長
良
川

木曽川

岐阜城

犬山城

清洲城

大垣城

小牧山城

楽田城
小口砦
青塚砦

蟹清水砦

北外山砦
宇田津砦

田楽砦

内久保砦
外久保砦

小松寺砦
田中砦
二重堀砦

羽黒城

岩崎城

岡崎城

熱田神宮

矢田川

伊勢湾

矢作川

岩崎砦

竹ヶ鼻城

加賀野井城

峯城

長島城

蟹江城

●田城 星崎城

小幡城

金山城

亀山城

大野城

刈谷城

戸木城

長久手の戦い

岩崎城の戦い

白山林の戦い

羽黒八幡林の戦い

三河

尾張

美濃

三重

五
条
川

揖
斐
川

庄内川

長
良
川

木曽川

岐阜城

犬山城

清洲城

大垣城

小牧山城

楽田城
羽黒城

岩崎城

岡崎城

熱田神宮

矢田川

伊勢湾

矢作川

外久保砦
内久保砦

小松寺砦

小口砦
青塚砦

田中砦
二重堀砦

蟹清水砦

北外山砦
宇田津砦

田楽砦

岩崎砦

竹ヶ鼻城

加賀野井城

峯城

長島城

蟹江城

●田城 星崎城

小幡城

金山城

亀山城

大野城

刈谷城

戸木城

長久手の戦い

岩崎城の戦い

白山林の戦い

羽黒八幡林の戦い
犬山城

羽黒城

岩崎城
岡崎城

外久保砦
内久保砦

小松寺砦

小口砦

青塚砦

田中砦
二重堀砦

蟹清水砦

田楽砦

岩崎砦

長久手の戦い

岩崎城の戦い

　

今
年
の
大
河
ド
ラ
マ(

N
H
K)

は
「
ど

う
す
る
家
康
」。
戦
国
武
将
・
徳
川
家
康
の

一
生
を
描
い
た
作
品
で
し
た
。
第
32
回「
小

牧
長
久
手
の
激
闘
」
で
は
「
小
牧
・
長
久

手
の
戦
い
」
で
、
秀
吉
と
家
康
が
天
下
を

二
分
し
た
最
大
の
戦
が
描
か
れ
ま
し
た
。

　

１
５
８
４
（
天
正
12
）
年 

３
月
か
ら
11

月
に
か
け
て
、
織
田
信
雄
の
領
国
で
あ
る

小
牧
・
長
久
手
の
戦
い

尾
張
・
伊
勢
を
中
心
に
、
羽
柴
秀
吉
と
織

田
信
雄
・
徳
川
家
康
連
合
軍
が
総
力
戦
を

展
開
ま
し
た
。

　

広
範
囲
に
複
数
の
戦
い
が
お
こ
な
わ
れ
、

多
く
の
城
（
大
名
・
領
主
）
も
巻
き
込
み
、

全
国
的
に
影
響
を
お
よ
ぼ
し
た
大
規
模
戦

争
で
あ
る
た
め
「
天
下
分
け
目
の
戦
い
」

と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
戦
い
で
小
口
城
は
、
一
時
的
で
は

あ
り
ま
す
が
秀
吉
軍
の
砦
と
し
て
重
要
な

役
割
を
果
た
し
ま
す
。

3月13日　秀吉方の池田勝入（恒興）・森長可が木曽川を渡って犬山城攻略。勝
入は周辺の村々の制圧に乗り出し、各所を放火。犬山城主、中川定成が伊勢国峯城（三
重県関町）に出陣していた留守をつく奇襲作戦だった。

3月17日　徳川勢、勝入・長可の軍勢に制圧された楽田・
羽黒・五郎丸を放火してまわるうち、羽黒・八幡林におい
て長可勢と遭遇。合戦となる。
森長可は「鬼武蔵」と呼ばれるくらいの豪傑であったが、
不意を突かれて傷を負い、大敗を喫する (犬山へ退く )。
野呂助左衛門親子、長可の盾となって壮烈な討死をする。

4月8日　秀吉方は守備の手薄な三河へ攻め入り
家康の背後をかく乱するため、池田勝入・森長可
を先陣、三好信吉（のちの秀次）を大将に出陣。

4月9日　早朝、白山林で朝食をとっ
ていたところを徳川軍の先発隊が背
後から急襲。三好信吉に大勝。

4月9日　三好軍の敗北を
知った池田勝入・森長可が
駆けつけるが家康軍に敗北。

4月9日　当時16歳の丹羽氏重が全力
で、池田勝入隊と戦い、全員が討ち死に。
時間をかせぐことができ、岡崎城を攻め
られずに済む。

3月29日　この前
後に家康・信雄も
小牧山城入城。
→両陣営ともに「陣地」
　を構える。

4月9日　未明、家康密か
に出陣。

家康  軍本陣
小牧  山城

秀吉軍本陣
楽田城

北外山砦
宇田津砦

羽黒八幡林の戦い

や
は
ず
じ
ょ
う

ひ
ろ
ち
か

ば
ん
こ
う
け
ん

小牧長久手の戦い合戦図

　

小
口
城
は
、
１
４
５
９
（
長
禄
３
）
年

に
織
田
広
近
に
よ
っ
て
築
城
さ
れ
、
別
名

「
箭
筈
城
」
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
城
の

ま
わ
り
に
土
塁
を
め
ぐ
ら
し
、
見
事
な
二

重
の
掘
は
「
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
」
の
際
、

小
牧
山
城
の
方
角
に
作
ら
れ
、
強
固
な
城

で
し
た
。

　

10
年
後
、
広
近
は
木
之
下
城
（
犬
山
市
）

を
築
城
し
ま
す
。
小
口
城
と
木
之
下
城
を

あ
わ
せ
て
、
美
濃
の
勢
力
に
対
抗
し
な
が

ら
尾
張
北
部
を
治
め
て
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、小
口
城
の
近
く
の
妙
徳
寺
に「
万
好
軒
」

と
呼
ば
れ
る
隠
居
の
庵
を
つ
く
り
余
生
を

送
り
ま
す
。

信
長
の
小
口
攻
め

　

永
禄
年
間
（
１
５
５
８
〜
１
５
６
９
）、

小
口
城
主
は
犬
山
城
主
（
織
田
信
清
）
の

家
老
に
あ
た
る
中
嶋
豊
後
守
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
信
清
は
織
田
信
長
の
従
兄
弟
で

し
た
が
、
領
土
問
題
で
清
須
城
主 

信
長
と

対
立
し
て
い
ま
し
た
。

　

信
長
は
、
尾
張
を
統
一
す
る
過
程
で
小

口
城
を
攻
め
ま
し
た
が
、
小
口
城
は
な
か

な
か
の
堅
塁
で
信
長
は
兵
を
退
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
信
長
は
小
牧
山
城
を
築
城
し
、

小
口
城
を
威
圧
。
中
嶋
豊
後
守
は
信
長
の

家
臣 

丹
羽
長
秀
の
説
得
に
応
じ
、
信
長
に

投
降
し
ま
し
た
。そ
の
後
、犬
山
城
が
落
城
、

小
口
城
も
廃
城
と
な
り
ま
し
た
。

木之下城

青塚（砦）

小牧山（砦）

木曽川

小口城

岩倉城

尾張

美濃

尾張

美濃

小口城と犬山城を結ぶ道は
「織田街道」と呼ばれてた。

小口城は軍事的に
重要な役割を果す。

信長の小口城攻め地図

第21回 秋の伝統芸能発表会
（多世代が集う憩い広場）

小口城址公園

現在の地図と小口城

五
条
川

木
曽
川

長
良
川

矢田川

稲葉山城
（岐阜城）

犬山城

小口城
黒田城

清須城
織田信長

織田信清 小口城 実は…
犬山城や小牧山城よりも古い城
当時は尾張北部の政治的中心地であった !!

そのとき
小口城は？

そのとき
小口城は？

そのとき
小口城は？

そのとき
小口城は？

尾
張
西
部
で
の
戦
い

尾
張
西
部
で
の
戦
い

小牧・長久手の戦い　により
戦場と化した尾張北　部

主戦場が尾張北部から移　動しても
続いた「火を放つ」「田　 を苅る」

　8月28日　秀吉、小折・  奈良・赤見に放火
　9月  1日　酒井忠次勢、   楽田で苅田
　9月  5日　酒井忠次勢、   楽田で苅田
　9月20日　松平家忠、      青塚に放火

「小牧・長久手の戦い」　　が終わるまでの約8か月間、戦
闘行為はなくとも尾張　　北部はずっと戦線と化し、住
民にとって平穏な日はあ　りませんでした。

▲小口城の歴史的な移り変わりや出土
　品などを紹介する「展示棟」

物見櫓の高さは17m。犬山城、岐阜城、
清須城などの方向が表示され、当時
の眺望を思い描くことができます。

▲

平成6年・8年の発掘調査により、
戦国時代の小口城の礎石・井戸・野
鍛冶炉跡（のかじろあと）が確認さ
れ、多数の土器片・鉄片が出土しま
した。

▲

▲豊田獅子囃子保存会 ▲河北木遣保存会

▲中小口伝統芸能保存会 ▲上小口伝統芸能保存会

小口城址公園
大口町城屋敷一丁目261番地
開館日 
土・日・祝日のみ　
令和5年12月29日から
令和6年1月3日は特別休館日
利用時間 
展示室・物見櫓　午前9時から
正午、午後１時から４時30分
入館は午後４時まで

※

※

3月29日　秀吉、楽田城入城（現在の楽田小学校）。

　

か
つ
て
小
口
城
が
あ
っ
た
と
語
り
継
が

れ
、親
し
ま
れ
て
き
た「
城
山
」。
廃
城
に
な
っ

て
も
、
の
ち
に
「
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
」

で
砦
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

重
要
な
交
通
の
要
所

だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

白山林の戦い

つ
ね
お
き

か
つ
い
り

も
り
な
が
よ
し

の
ぶ
よ
し

す
の
ま
た

ひ
で
つ
ぐ

た
だ
つ
ぐ

の
ぶ
か
つ

し

ば

よ
し
か
ど

よ
し
と
し

と
し
さ
だ

よ
し
か
ど

と
し
ひ
ろ

た
み
や
ま
る

あ
ざ
い

た
け
が
は
な

し
げ
よ
し

こ
う
だ

ぶ
ん
ご
の
か
み

な
が
ひ
で

か
ず
ま
す

か
が

の
い

よ
し
み
ち

か
に
え

か
ん
べ

の
ぶ
か
つ

つねおき もりながよし

くにみね

おにむさし ごうけつ

のろ すけざえもん

うじしげ

●

●

　

現
在
は
小
口
城
址
公
園
と
多
世
代
が
集
う

憩
い
広
場
と
し
て
、
四
季
を
楽
し
め
る
憩
い

の
場
と
な
り
、
秋
に
は
伝
統
芸
能
発
表
会
な

ど
が
催
さ
れ
賑
わ
い
ま
す
。
歴
史
を
感
じ
な

が
ら
、
大
口
町
の
魅
力
を
探
し
に
行
っ
て
み

ま
し
ょ
う
！

　

か
つ
て
小
口
城
が
あ
っ
た
と
語
り
継
が

れ
、
親
し
ま
れ
て
き
た
「
城
山
」。
城
の
南

側
に
は
清
須
城
（
清
須
市
）
に
続
く
五
条
川

が
流
れ
、
木
之
下
城
（
犬
山
市
）
を
結
ぶ
街

道
が
通
る
小
口
城
。
廃
城
に
な
っ
て

も
、
の
ち
に
「
小
牧
・
長
久
手

の
戦
い
」
で
砦
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
重
要
な
交
通

の
要
所
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

現
在
は
小
口
城
址
公
園
と
多
世
代
が
集
う
憩

い
広
場
と
し
て
、
四
季
を
楽
し
め
る
憩
い
の
場

と
な
り
、
秋
に
は
伝
統
芸
能
発
表
会
な
ど
が
催

さ
れ
賑
わ
い
ま
す
。
歴
史
を
感
じ
な
が
ら
、
大

口
町
の
魅
力
を
探
し
に
行
っ
て
み
ま
し
ょ
う
！

五条川五条川

織田街道

大口中保育園

小口神社

小口城址公園

多世代が集う憩い広場

大口北防災センター

幼
川
（
五
条
川
）

幼
川
（
五
条
川
）

堀 堀

土類

土類

やぐら台

堀 堀

土類

土類

やぐら台

2 令和5年12月



小
口
城
の
う
つ
り
か
わ
り

城
か
ら
学
校
、
そ
し
て
公
園
へ

明
治　

22
年
（
１
８
８
９
）

　
　
　

39
年
（
１
９
０
６
）

　
　
　

40
年
（
１
９
０
７
）

大
正　

４
年
（
１
９
１
５
）

　
　
　

昭
和　

11
年
（
１
９
３
６
）

　
　
　

13
年
（
１
９
３
８
）

　
　
　

16
年
（
１
９
４
１
）

　
　
　

22
年
（
１
９
４
７
）

　
　
　

27
年
（
１
９
５
２
）

　
　
　

34
年
（
１
９
５
９
）

　
　
　

37
年
（
１
９
６
２
）

　
　
　

38
年
（
１
９
６
３
）

　
　
　

40
年
（
１
９
６
５
）

　
　
　

41
年
（
１
９
６
６
）

　
　
　

49
年
（
１
９
７
４
）

　
　
　

51
年
（
１
９
７
６
）

　
　
　

54
年
（
１
９
７
９
）

　
　
　

62
年
（
１
９
８
７
）

平
成　

２
年
（
１
９
９
０
）

　
　
　

10
年
（
１
９
９
８
）

　
　
　

11
年
（
１
９
９
９
）

　
　
　

17
年
（
２
０
０
５
）

　
　
　

22
年
（
２
０
１
０
）

　
　平

成　

31
年
（
２
０
１
９
）

小
口
尋
常
小
学
校
が
小
口
神
社
境
内
に
開
校

大
口
村
成
立

大
口
第
二
尋
常
高
等
小
学
校　

創
立

「
小
口
城
址
」
石
碑　

建
立

戦
役
記
念
碑　

建
立

二
宮
金
次
郎
像　

建
立

相
撲
場　

設
置

大
口
村
北
国
民
学
校
に
改
称

大
口
村
立
大
口
北
小
学
校
に
改
称

プ
ー
ル　

竣
工

講
堂
兼
体
育
館　

竣
工

大
口
町
立
大
口
北
小
学
校
に
改
称

校
歌
制
定
、
プ
ー
ル　

竣
工

観
察
池
、
岩
石
園
、
パ
ノ
ラ
マ
園　

竣
工

お
と
ぎ
の
山　

完
成

鉄
筋
校
舎　

竣
工

運
動
場
、
庭
園
整
備
完
了

大
口
西
小
学
校
開
校
に
伴
い
児
童
移
籍

プ
ー
ル
改
築

「
大
志
の
像
」　

建
立

「
考
え
る
人
」　

建
立

旧
門
柱
移
設
完
了

小
口
城
址
公
園
竣
工

講
堂
耐
震
工
事　

完
了

大
口
北
小
学
校
移
転

旧
校
舎
取
り
壊
し
完
了

「
多
世
代
が
集
う
憩
い
広
場
」
オ
ー
プ
ン

五条川堤に
桜の植樹始まる

長
禄　

３
年
（
１
４
５
９
）

文
正　

元
年
（
１
４
６
６
）

応
仁　

元
年
（
１
４
６
７
）

文
明　

元
年
（
１
４
６
９
）

　
　
　

　
　
　

　
　
　

７
年
（
１
４
７
５
）

　
　
　

８
年
（
１
４
７
６
）

　
　
　

10
年
（
１
４
７
８
）

　
　
　

11
年
（
１
４
７
９
）

　
　
　

13
年
（
１
４
８
１
）

長
享　

元
年
（
１
４
８
７
）

　
　
　

２
年
（
１
４
８
８
）

延
徳　

３
年
（
１
４
９
１
）

明
応　

元
年
（
１
４
９
２
）

　
　
　

４
年
（
１
４
９
５
）

天
文　

６
年
（
１
５
３
７
）

天
文　

12
年
（
１
５
４
３
）

天
文　

13
年
（
１
５
４
４
）

　
　
　

20
年
（
１
５
５
１
）

永
禄
年
間     

（
１
５
５
８
）

　
　
　
　
　

  

（
１
５
６
９
）

天
正　

12
年
（
１
５
８
４
）

織
田
広
近
、
小
口
城
を
築
城

尾
張
守
護
斯
波
氏
の
内
紛
に
よ
り
広
近
、
一
族
と
と
も

に
斯
波
義
廉
を
救
援

尾
張
に
お
い
て
守
護
斯
波
氏
の
内
紛
と
、
守
護
代
織
田

氏
の
内
紛
が
結
び
つ
き
争
う

﹇
東
軍
：
斯
波
義
敏
・
織
田
敏
定×

西
軍
：
斯
波
義
廉
・

織
田
敏
広
（
広
近
の
兄
）﹈

広
近
、
余
野
徳
林
寺
を
再
興

広
近
、
木
之
下
城
を
築
城
（
現
在
の
犬
山
市
立
図
書
館

南
側
の
愛
宕
神
社
）

広
近
、
隠
居
所
「
万
好
軒
」
を
つ
く
る

敏
定
、
守
護
所
の
下
津
城
を
攻
め
て
焼
く

敏
定
、
守
護
代
と
し
て
清
須
に
籠
城

敏
広
、
こ
の
こ
ろ
岩
倉
城
を
築
城
し
て
入
城

敏
広
没
し
、
岩
倉
方
は
清
須
方
の
斯
波
義
良
（
義
寛
）

に
帰
順

10
月
８
日
、
広
近
、
兄
敏
広
の
子
・
千
代
夜
叉
丸
と
敏
定

と
共
に
、
将
軍
足
利
義
政
・
日
野
富
子
ら
に
贈
物
を
す
る

広
近
、「
万
好
軒
」
に
隠
居
す
る

12
月
９
日
、
広
近
、
近
江
出
陣
中
に
陣
屋
で
火
事
を
出
す

寛
近
（
広
近
の
子
）、
広
近
の
画
を
描
か
せ
、
梅
心
瑞

庸
（
鵜
沼
承
国
寺
）
が
こ
れ
に
画
賛
を
書
く

広
近
没
す
る

将
軍
足
利
義
材
の
近
江
六
角
氏
攻
め
の
時
、
敏
定
親
子

と
と
も
に
寛
近
等
岩
倉
方
も
従
軍

広
近
の
遺
命
を
受
け
た
敏
定
が
「
万
好
軒
」
を
改
め
妙

徳
寺
創
建

敏
定
、
美
濃
船
田
合
戦
中
に
病
死

寛
近
、
織
田
信
秀
の
稲
葉
山
攻
め
に
際
し
立
政
寺
に
禁

制
を
掲
げ
る

寛
近
、
病
床
の
信
秀
に
代
わ
り
、
斉
藤
道
三
と
美
濃
守

護
と
の
争
い
の
仲
裁
役
と
し
て
土
岐
小
次
郎
（
美
濃
守

護
の
子
）
に
手
紙
を
書
き
、
争
い
を
鎮
め
る

信
長
の
小
口
攻
め
﹇
小
口
城
主
・
中
島
豊
後
守
（
犬
山

城
家
老
）﹈

こ
の
戦
い
で
信
長
の
家
臣
、
岩
室
長
門
守
、
戦
死

小
口
城
の
勢
力
、
信
長
側
に
投
降
（
小
口
城
が
廃
城
に
）

秀
吉
方
の
砦
と
し
て
再
利
用

～

応仁・文明の乱
はじまる犬山城築城

小牧山城
築城

堀尾吉晴
生まれる
（松江開府の祖）

織田信長による尾張統一

小牧・長久手の戦い

小
牧
長
久
手
の
戦
い

３
月
６
日

３
月
13
日

３
月
17
日

３
月
29
日

４
月
８
日

４
月
９
日

４
月
12
日

５
月
７
日

５
月
10
日

６
月
３
日

６
月
16
日

７
月
３
日

７
月
９
日

７
月
15
日

７
月
17
日

７
月
29
日

８
月
19
日

８
月
29
日

９
月
６
日

９
月
７
日

９
月
18
日

９
月
27
日

９
月
29
日

10
月
２
日

10
月
17
日

11
月
５
日

11
月
９
日

11
月
12
日

11
月
15
日

伊
勢
国
長
島
城
に
お
い
て
、
織
田
信
雄
が
重
臣
３
名
（
岡
田
重
孝
・

津
川
義
冬
・
浅
井
田
宮
丸
）
を
、
秀
吉
に
通
じ
て
い
た
と
い
う
理
由

で
殺
害
。

↓
家
康
方
・
秀
吉
方
と
も
に
尾
張
・
伊
勢
を
中
心
に
兵 

力
を
差
し
向

け
る
。

秀
吉
方
の
池
田
勝
入（
恒
興
）・
森
長
可
が
犬
山
城
攻
略
。各
所
を
放
火
。

↓
当
初
伊
勢
が
主
戦
場
に
な
る
と
踏
ん
で
い
た
両
陣
営
は
、
こ
れ
を

契
機
に
犬
山
方
面
へ
急
行
。

【
羽
黒
合
戦
】（
秀
吉
方
）
勝
入
・
長
可×

（
徳
川
方
）
酒
井
忠
次
な
ど

↓
酒
井
勢
が
大
勝
を
お
さ
め
る
。

秀
吉
、
楽
田
城
入
城
。
こ
の
前
後
に
家
康
・
信
雄
も
小
牧
山
城
入
城
。

↓
両
陣
営
と
も
に
「
陣
地
」
を
構
え
る
。

秀
吉
方
は
守
備
の
手
薄
な
三
河
へ
攻
め
入
り
家
康
の
背
後
を
か
く
乱

す
る
た
め
、
池
田
勝
入
・
森
長
可
を
先
陣
、
三
好
信
吉
（
の
ち
の
秀
次
）

を
大
将
に
出
陣
。

未
明
、
家
康
も
密
か
に
出
陣
。
朝
に
は
信
吉
に
大
勝
し
、
そ
の
報
を

受
け
た
勝
入
・
長
可
は
引
き
返
そ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
家
康
勢
と
ぶ

つ
か
る
。

↓
勝
入
・
長
可
等
、
主
だ
っ
た
武
将
が
相
次
ぎ
戦
死
。
秀
吉
も
長
久

手
方
面
へ
進
軍
す
る
が
引
き
返
す
。

秀
吉
、
墨
俣
の
他
、
木
曽
川
沿
い
の
城
を
普
請
。

↓
尾
張
・
美
濃
国
境
地
帯
に
布
陣
を
展
開
さ
せ
る
こ
と
に
。
５
月
初

め
に
は
岐
阜
城
に
入
る
。

秀
吉
、
信
雄
方
の
加
賀
野
井
城
（
現
在
の
岐
阜
県
羽
島
市
）
を
攻
略
。

秀
吉
、竹
鼻
城
（
現
在
の
岐
阜
県
羽
島
市
）
の
包
囲
開
始
（
水
攻
め
）。

竹
鼻
城
開
城
。

【
蟹
江
合
戦
】
信
雄
方
の
蟹
江
城
を
滝
川
一
益
が
奪
う
。
６
月
12
日
に

清
須
へ
帰
陣
し
て
い
た
家
康
は
蟹
江
城
へ
急
行
す
る
。

家
康
、
蟹
江
城
を
奪
取
。

家
康
は
、一
益
の
伊
勢
国
神
戸
城
を
攻
略
。信
雄
と
と
も
に
伊
勢
進
出
。

秀
吉
、
再
び
大
垣
ま
で
出
陣
。

家
康
、
兵
の
数
を
半
数
に
減
ら
す
。

秀
吉
、
再
び
大
坂
へ
戻
る
。

秀
吉
、
尾
張
国
内
ま
で
出
陣
。

家
康
・
信
雄
、
清
須
か
ら
岩
倉
ま
で
兵
を
進
め
、
秀
吉
の
来
襲
に
備

え
る
。
兵
は
尾
張
北
部
の
中
央
に
展
開
す
る
。

和
議
と
人
質
の
話
題
が
浮
上
す
る
が
翌
日
（
９
月
７
日
）
に
は
決
裂
。

家
康
、
重
吉
城
（
現
在
の
一
宮
市
）
へ
兵
を
派
遣
。

秀
吉
、
河
田
城
（
現
在
の
一
宮
市
）
へ
。

家
康
、
清
須
へ
移
動
。

秀
吉
、
大
坂
へ
戻
る
。

秀
吉
上
洛
。
６
日
に
大
坂
へ
戻
り
、
22
日
に
北
伊
勢
へ
向
け
て
出
陣
。

家
康
、
三
河
へ
一
旦
帰
国
。
美
濃
方
面
へ
再
出
陣
。

秀
吉
、
信
雄
方
の
伊
勢
国
長
島
城
へ
接
近
。

家
康
、
清
須
へ
移
動
。

和
議
成
立

両
軍
、
和
議
成
立
に
伴
い
、
今
回
の
合
戦
で
新
た
に
構
築
、
も
し
く

は
再
利
用
し
た
城
の
破
却
。

小
口
城
、
秀
吉
方
の
砦
と
し
て
再
利
用
。

秀
吉
、
小
口
に
禁
制
を
出
す
。

３
月
末
〜
４
月
上
旬

４
月

秀
吉
、
小
口
よ
り
南
西
方
面
は
稲
葉
良
通
（
一
鉄
）
に
任
せ
る
。

５
月
２
日

小
牧
衆(

家
康
方)

が
物
見
の
際
、
小
口
衆(

秀
吉
方)

と
戦
闘
。

６
月
28
日

秀
吉
、
小
口
城
の
塀
・
柵
は
犬
山
へ
、
兵
糧
は
長
島
へ
移
す
と
い
う

指
示
を
出
す
。

発
端

長
久
手
合
戦

和
議
の
成
立・
終
結
へ

旧大口北小学校多世代が集う憩い広場 鉄筋と木造校舎　昭和48年（1973） 航空写真　昭和30年代後半

（
令
和
元
年
）

三河

尾張

美濃

三重

五
条
川

揖
斐
川

庄内川

長
良
川

木曽川

岐阜城

犬山城

清洲城

大垣城

小牧山城

楽田城
小口砦
青塚砦

蟹清水砦

北外山砦
宇田津砦

田楽砦

内久保砦
外久保砦

小松寺砦
田中砦
二重堀砦

羽黒城

岩崎城

岡崎城

熱田神宮

矢田川

伊勢湾

矢作川

岩崎砦

竹ヶ鼻城

加賀野井城

峯城

長島城

蟹江城

●田城 星崎城

小幡城

金山城

亀山城

大野城

刈谷城

戸木城

長久手の戦い

岩崎城の戦い

白山林の戦い

羽黒八幡林の戦い

三河

尾張

美濃

三重

五
条
川

揖
斐
川

庄内川

長
良
川

木曽川

岐阜城

犬山城

清洲城

大垣城

小牧山城

楽田城
羽黒城

岩崎城

岡崎城

熱田神宮

矢田川

伊勢湾

矢作川

外久保砦
内久保砦

小松寺砦

小口砦
青塚砦

田中砦
二重堀砦

蟹清水砦

北外山砦
宇田津砦

田楽砦

岩崎砦

竹ヶ鼻城

加賀野井城

峯城

長島城

蟹江城

●田城 星崎城

小幡城

金山城

亀山城

大野城

刈谷城

戸木城

長久手の戦い

岩崎城の戦い

白山林の戦い

羽黒八幡林の戦い
犬山城

羽黒城

岩崎城
岡崎城

外久保砦
内久保砦

小松寺砦

小口砦

青塚砦

田中砦
二重堀砦

蟹清水砦

田楽砦

岩崎砦

長久手の戦い

岩崎城の戦い

　

今
年
の
大
河
ド
ラ
マ(

N
H
K)

は
「
ど

う
す
る
家
康
」。
戦
国
武
将
・
徳
川
家
康
の

一
生
を
描
い
た
作
品
で
し
た
。
第
32
回「
小

牧
長
久
手
の
激
闘
」
で
は
「
小
牧
・
長
久

手
の
戦
い
」
で
、
秀
吉
と
家
康
が
天
下
を

二
分
し
た
最
大
の
戦
が
描
か
れ
ま
し
た
。

　

１
５
８
４
（
天
正
12
）
年 

３
月
か
ら
11

月
に
か
け
て
、
織
田
信
雄
の
領
国
で
あ
る

小
牧
・
長
久
手
の
戦
い

尾
張
・
伊
勢
を
中
心
に
、
羽
柴
秀
吉
と
織

田
信
雄
・
徳
川
家
康
連
合
軍
が
総
力
戦
を

展
開
ま
し
た
。

　

広
範
囲
に
複
数
の
戦
い
が
お
こ
な
わ
れ
、

多
く
の
城
（
大
名
・
領
主
）
も
巻
き
込
み
、

全
国
的
に
影
響
を
お
よ
ぼ
し
た
大
規
模
戦

争
で
あ
る
た
め
「
天
下
分
け
目
の
戦
い
」

と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
戦
い
で
小
口
城
は
、
一
時
的
で
は

あ
り
ま
す
が
秀
吉
軍
の
砦
と
し
て
重
要
な

役
割
を
果
た
し
ま
す
。

3月13日　秀吉方の池田勝入（恒興）・森長可が木曽川を渡って犬山城攻略。勝
入は周辺の村々の制圧に乗り出し、各所を放火。犬山城主、中川定成が伊勢国峯城（三
重県関町）に出陣していた留守をつく奇襲作戦だった。

3月17日　徳川勢、勝入・長可の軍勢に制圧された楽田・
羽黒・五郎丸を放火してまわるうち、羽黒・八幡林におい
て長可勢と遭遇。合戦となる。
森長可は「鬼武蔵」と呼ばれるくらいの豪傑であったが、
不意を突かれて傷を負い、大敗を喫する (犬山へ退く )。
野呂助左衛門親子、長可の盾となって壮烈な討死をする。

4月8日　秀吉方は守備の手薄な三河へ攻め入り
家康の背後をかく乱するため、池田勝入・森長可
を先陣、三好信吉（のちの秀次）を大将に出陣。

4月9日　早朝、白山林で朝食をとっ
ていたところを徳川軍の先発隊が背
後から急襲。三好信吉に大勝。

4月9日　三好軍の敗北を
知った池田勝入・森長可が
駆けつけるが家康軍に敗北。

4月9日　当時16歳の丹羽氏重が全力
で、池田勝入隊と戦い、全員が討ち死に。
時間をかせぐことができ、岡崎城を攻め
られずに済む。

3月29日　この前
後に家康・信雄も
小牧山城入城。
→両陣営ともに「陣地」
　を構える。

4月9日　未明、家康密か
に出陣。

家康  軍本陣
小牧  山城

秀吉軍本陣
楽田城

北外山砦
宇田津砦

羽黒八幡林の戦い

や
は
ず
じ
ょ
う

ひ
ろ
ち
か

ば
ん
こ
う
け
ん

小牧長久手の戦い合戦図

　

小
口
城
は
、
１
４
５
９
（
長
禄
３
）
年

に
織
田
広
近
に
よ
っ
て
築
城
さ
れ
、
別
名

「
箭
筈
城
」
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
城
の

ま
わ
り
に
土
塁
を
め
ぐ
ら
し
、
見
事
な
二

重
の
掘
は
「
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
」
の
際
、

小
牧
山
城
の
方
角
に
作
ら
れ
、
強
固
な
城

で
し
た
。

　

10
年
後
、
広
近
は
木
之
下
城
（
犬
山
市
）

を
築
城
し
ま
す
。
小
口
城
と
木
之
下
城
を

あ
わ
せ
て
、
美
濃
の
勢
力
に
対
抗
し
な
が

ら
尾
張
北
部
を
治
め
て
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、小
口
城
の
近
く
の
妙
徳
寺
に「
万
好
軒
」

と
呼
ば
れ
る
隠
居
の
庵
を
つ
く
り
余
生
を

送
り
ま
す
。

信
長
の
小
口
攻
め

　

永
禄
年
間
（
１
５
５
８
〜
１
５
６
９
）、

小
口
城
主
は
犬
山
城
主
（
織
田
信
清
）
の

家
老
に
あ
た
る
中
嶋
豊
後
守
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
信
清
は
織
田
信
長
の
従
兄
弟
で

し
た
が
、
領
土
問
題
で
清
須
城
主 

信
長
と

対
立
し
て
い
ま
し
た
。

　

信
長
は
、
尾
張
を
統
一
す
る
過
程
で
小

口
城
を
攻
め
ま
し
た
が
、
小
口
城
は
な
か

な
か
の
堅
塁
で
信
長
は
兵
を
退
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
信
長
は
小
牧
山
城
を
築
城
し
、

小
口
城
を
威
圧
。
中
嶋
豊
後
守
は
信
長
の

家
臣 

丹
羽
長
秀
の
説
得
に
応
じ
、
信
長
に

投
降
し
ま
し
た
。そ
の
後
、犬
山
城
が
落
城
、

小
口
城
も
廃
城
と
な
り
ま
し
た
。

木之下城

青塚（砦）

小牧山（砦）

木曽川

小口城

岩倉城

尾張

美濃

尾張

美濃

小口城と犬山城を結ぶ道は
「織田街道」と呼ばれてた。

小口城は軍事的に
重要な役割を果す。

信長の小口城攻め地図

第21回 秋の伝統芸能発表会
（多世代が集う憩い広場）

小口城址公園

現在の地図と小口城

五
条
川

木
曽
川

長
良
川

矢田川

稲葉山城
（岐阜城）

犬山城

小口城
黒田城

清須城
織田信長

織田信清 小口城 実は…
犬山城や小牧山城よりも古い城
当時は尾張北部の政治的中心地であった !!

そのとき
小口城は？

そのとき
小口城は？

そのとき
小口城は？

そのとき
小口城は？

尾
張
西
部
で
の
戦
い

尾
張
西
部
で
の
戦
い

小牧・長久手の戦い　により
戦場と化した尾張北　部

主戦場が尾張北部から移　動しても
続いた「火を放つ」「田　 を苅る」

　8月28日　秀吉、小折・  奈良・赤見に放火
　9月  1日　酒井忠次勢、   楽田で苅田
　9月  5日　酒井忠次勢、   楽田で苅田
　9月20日　松平家忠、      青塚に放火

「小牧・長久手の戦い」　　が終わるまでの約8か月間、戦
闘行為はなくとも尾張　　北部はずっと戦線と化し、住
民にとって平穏な日はあ　りませんでした。

▲小口城の歴史的な移り変わりや出土
　品などを紹介する「展示棟」

物見櫓の高さは17m。犬山城、岐阜城、
清須城などの方向が表示され、当時
の眺望を思い描くことができます。

▲

平成6年・8年の発掘調査により、
戦国時代の小口城の礎石・井戸・野
鍛冶炉跡（のかじろあと）が確認さ
れ、多数の土器片・鉄片が出土しま
した。

▲

▲豊田獅子囃子保存会 ▲河北木遣保存会

▲中小口伝統芸能保存会 ▲上小口伝統芸能保存会

小口城址公園
大口町城屋敷一丁目261番地
開館日 
土・日・祝日のみ　
令和5年12月29日から
令和6年1月3日は特別休館日
利用時間 
展示室・物見櫓　午前9時から
正午、午後１時から４時30分
入館は午後４時まで

※

※

3月29日　秀吉、楽田城入城（現在の楽田小学校）。

　

か
つ
て
小
口
城
が
あ
っ
た
と
語
り
継
が

れ
、親
し
ま
れ
て
き
た「
城
山
」。
廃
城
に
な
っ

て
も
、
の
ち
に
「
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
」

で
砦
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

重
要
な
交
通
の
要
所

だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

白山林の戦い

つ
ね
お
き

か
つ
い
り

も
り
な
が
よ
し

の
ぶ
よ
し

す
の
ま
た

ひ
で
つ
ぐ

た
だ
つ
ぐ

の
ぶ
か
つ

し

ば

よ
し
か
ど

よ
し
と
し

と
し
さ
だ

よ
し
か
ど

と
し
ひ
ろ

た
み
や
ま
る

あ
ざ
い

た
け
が
は
な

し
げ
よ
し

こ
う
だ

ぶ
ん
ご
の
か
み

な
が
ひ
で

か
ず
ま
す

か
が

の
い

よ
し
み
ち

か
に
え

か
ん
べ

の
ぶ
か
つ

つねおき もりながよし

くにみね

おにむさし ごうけつ

のろ すけざえもん

うじしげ

●

●

　

現
在
は
小
口
城
址
公
園
と
多
世
代
が
集
う

憩
い
広
場
と
し
て
、
四
季
を
楽
し
め
る
憩
い

の
場
と
な
り
、
秋
に
は
伝
統
芸
能
発
表
会
な

ど
が
催
さ
れ
賑
わ
い
ま
す
。
歴
史
を
感
じ
な

が
ら
、
大
口
町
の
魅
力
を
探
し
に
行
っ
て
み

ま
し
ょ
う
！

　

か
つ
て
小
口
城
が
あ
っ
た
と
語
り
継
が

れ
、
親
し
ま
れ
て
き
た
「
城
山
」。
城
の
南

側
に
は
清
須
城
（
清
須
市
）
に
続
く
五
条
川

が
流
れ
、
木
之
下
城
（
犬
山
市
）
を
結
ぶ
街

道
が
通
る
小
口
城
。
廃
城
に
な
っ
て

も
、
の
ち
に
「
小
牧
・
長
久
手

の
戦
い
」
で
砦
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
重
要
な
交
通

の
要
所
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

現
在
は
小
口
城
址
公
園
と
多
世
代
が
集
う
憩

い
広
場
と
し
て
、
四
季
を
楽
し
め
る
憩
い
の
場

と
な
り
、
秋
に
は
伝
統
芸
能
発
表
会
な
ど
が
催

さ
れ
賑
わ
い
ま
す
。
歴
史
を
感
じ
な
が
ら
、
大

口
町
の
魅
力
を
探
し
に
行
っ
て
み
ま
し
ょ
う
！

五条川五条川

織田街道

大口中保育園

小口神社

小口城址公園

多世代が集う憩い広場

大口北防災センター

幼
川
（
五
条
川
）

幼
川
（
五
条
川
）

堀 堀

土類

土類

やぐら台

堀 堀

土類

土類

やぐら台

3令和5年12月



小
口
城
の
う
つ
り
か
わ
り

城
か
ら
学
校
、
そ
し
て
公
園
へ

明
治　

22
年
（
１
８
８
９
）

　
　
　

39
年
（
１
９
０
６
）

　
　
　

40
年
（
１
９
０
７
）

大
正　

４
年
（
１
９
１
５
）

　
　
　

昭
和　

11
年
（
１
９
３
６
）

　
　
　

13
年
（
１
９
３
８
）

　
　
　

16
年
（
１
９
４
１
）

　
　
　

22
年
（
１
９
４
７
）

　
　
　

27
年
（
１
９
５
２
）

　
　
　

34
年
（
１
９
５
９
）

　
　
　

37
年
（
１
９
６
２
）

　
　
　

38
年
（
１
９
６
３
）

　
　
　

40
年
（
１
９
６
５
）

　
　
　

41
年
（
１
９
６
６
）

　
　
　

49
年
（
１
９
７
４
）

　
　
　

51
年
（
１
９
７
６
）

　
　
　

54
年
（
１
９
７
９
）

　
　
　

62
年
（
１
９
８
７
）

平
成　

２
年
（
１
９
９
０
）

　
　
　

10
年
（
１
９
９
８
）

　
　
　

11
年
（
１
９
９
９
）

　
　
　

17
年
（
２
０
０
５
）

　
　
　

22
年
（
２
０
１
０
）

　
　平

成　

31
年
（
２
０
１
９
）

小
口
尋
常
小
学
校
が
小
口
神
社
境
内
に
開
校

大
口
村
成
立

大
口
第
二
尋
常
高
等
小
学
校　

創
立

「
小
口
城
址
」
石
碑　

建
立

戦
役
記
念
碑　

建
立

二
宮
金
次
郎
像　

建
立

相
撲
場　

設
置

大
口
村
北
国
民
学
校
に
改
称

大
口
村
立
大
口
北
小
学
校
に
改
称

プ
ー
ル　

竣
工

講
堂
兼
体
育
館　

竣
工

大
口
町
立
大
口
北
小
学
校
に
改
称

校
歌
制
定
、
プ
ー
ル　

竣
工

観
察
池
、
岩
石
園
、
パ
ノ
ラ
マ
園　

竣
工

お
と
ぎ
の
山　

完
成

鉄
筋
校
舎　

竣
工

運
動
場
、
庭
園
整
備
完
了

大
口
西
小
学
校
開
校
に
伴
い
児
童
移
籍

プ
ー
ル
改
築

「
大
志
の
像
」　

建
立

「
考
え
る
人
」　

建
立

旧
門
柱
移
設
完
了

小
口
城
址
公
園
竣
工

講
堂
耐
震
工
事　

完
了

大
口
北
小
学
校
移
転

旧
校
舎
取
り
壊
し
完
了

「
多
世
代
が
集
う
憩
い
広
場
」
オ
ー
プ
ン

五条川堤に
桜の植樹始まる

長
禄　

３
年
（
１
４
５
９
）

文
正　

元
年
（
１
４
６
６
）

応
仁　

元
年
（
１
４
６
７
）

文
明　

元
年
（
１
４
６
９
）

　
　
　

　
　
　

　
　
　

７
年
（
１
４
７
５
）

　
　
　

８
年
（
１
４
７
６
）

　
　
　

10
年
（
１
４
７
８
）

　
　
　

11
年
（
１
４
７
９
）

　
　
　

13
年
（
１
４
８
１
）

長
享　

元
年
（
１
４
８
７
）

　
　
　

２
年
（
１
４
８
８
）

延
徳　

３
年
（
１
４
９
１
）

明
応　

元
年
（
１
４
９
２
）

　
　
　

４
年
（
１
４
９
５
）

天
文　

６
年
（
１
５
３
７
）

天
文　

12
年
（
１
５
４
３
）

天
文　

13
年
（
１
５
４
４
）

　
　
　

20
年
（
１
５
５
１
）

永
禄
年
間     

（
１
５
５
８
）

　
　
　
　
　

  

（
１
５
６
９
）

天
正　

12
年
（
１
５
８
４
）

織
田
広
近
、
小
口
城
を
築
城

尾
張
守
護
斯
波
氏
の
内
紛
に
よ
り
広
近
、
一
族
と
と
も

に
斯
波
義
廉
を
救
援

尾
張
に
お
い
て
守
護
斯
波
氏
の
内
紛
と
、
守
護
代
織
田

氏
の
内
紛
が
結
び
つ
き
争
う

﹇
東
軍
：
斯
波
義
敏
・
織
田
敏
定×

西
軍
：
斯
波
義
廉
・

織
田
敏
広
（
広
近
の
兄
）﹈

広
近
、
余
野
徳
林
寺
を
再
興

広
近
、
木
之
下
城
を
築
城
（
現
在
の
犬
山
市
立
図
書
館

南
側
の
愛
宕
神
社
）

広
近
、
隠
居
所
「
万
好
軒
」
を
つ
く
る

敏
定
、
守
護
所
の
下
津
城
を
攻
め
て
焼
く

敏
定
、
守
護
代
と
し
て
清
須
に
籠
城

敏
広
、
こ
の
こ
ろ
岩
倉
城
を
築
城
し
て
入
城

敏
広
没
し
、
岩
倉
方
は
清
須
方
の
斯
波
義
良
（
義
寛
）

に
帰
順

10
月
８
日
、
広
近
、
兄
敏
広
の
子
・
千
代
夜
叉
丸
と
敏
定

と
共
に
、
将
軍
足
利
義
政
・
日
野
富
子
ら
に
贈
物
を
す
る

広
近
、「
万
好
軒
」
に
隠
居
す
る

12
月
９
日
、
広
近
、
近
江
出
陣
中
に
陣
屋
で
火
事
を
出
す

寛
近
（
広
近
の
子
）、
広
近
の
画
を
描
か
せ
、
梅
心
瑞

庸
（
鵜
沼
承
国
寺
）
が
こ
れ
に
画
賛
を
書
く

広
近
没
す
る

将
軍
足
利
義
材
の
近
江
六
角
氏
攻
め
の
時
、
敏
定
親
子

と
と
も
に
寛
近
等
岩
倉
方
も
従
軍

広
近
の
遺
命
を
受
け
た
敏
定
が
「
万
好
軒
」
を
改
め
妙

徳
寺
創
建

敏
定
、
美
濃
船
田
合
戦
中
に
病
死

寛
近
、
織
田
信
秀
の
稲
葉
山
攻
め
に
際
し
立
政
寺
に
禁

制
を
掲
げ
る

寛
近
、
病
床
の
信
秀
に
代
わ
り
、
斉
藤
道
三
と
美
濃
守

護
と
の
争
い
の
仲
裁
役
と
し
て
土
岐
小
次
郎
（
美
濃
守

護
の
子
）
に
手
紙
を
書
き
、
争
い
を
鎮
め
る

信
長
の
小
口
攻
め
﹇
小
口
城
主
・
中
島
豊
後
守
（
犬
山

城
家
老
）﹈

こ
の
戦
い
で
信
長
の
家
臣
、
岩
室
長
門
守
、
戦
死

小
口
城
の
勢
力
、
信
長
側
に
投
降
（
小
口
城
が
廃
城
に
）

秀
吉
方
の
砦
と
し
て
再
利
用

～

応仁・文明の乱
はじまる犬山城築城

小牧山城
築城

堀尾吉晴
生まれる
（松江開府の祖）

織田信長による尾張統一

小牧・長久手の戦い

小
牧
長
久
手
の
戦
い

３
月
６
日

３
月
13
日

３
月
17
日

３
月
29
日

４
月
８
日

４
月
９
日

４
月
12
日

５
月
７
日

５
月
10
日

６
月
３
日

６
月
16
日

７
月
３
日

７
月
９
日

７
月
15
日

７
月
17
日

７
月
29
日

８
月
19
日

８
月
29
日

９
月
６
日

９
月
７
日

９
月
18
日

９
月
27
日

９
月
29
日

10
月
２
日

10
月
17
日

11
月
５
日

11
月
９
日

11
月
12
日

11
月
15
日

伊
勢
国
長
島
城
に
お
い
て
、
織
田
信
雄
が
重
臣
３
名
（
岡
田
重
孝
・

津
川
義
冬
・
浅
井
田
宮
丸
）
を
、
秀
吉
に
通
じ
て
い
た
と
い
う
理
由

で
殺
害
。

↓
家
康
方
・
秀
吉
方
と
も
に
尾
張
・
伊
勢
を
中
心
に
兵 

力
を
差
し
向

け
る
。

秀
吉
方
の
池
田
勝
入（
恒
興
）・
森
長
可
が
犬
山
城
攻
略
。各
所
を
放
火
。

↓
当
初
伊
勢
が
主
戦
場
に
な
る
と
踏
ん
で
い
た
両
陣
営
は
、
こ
れ
を

契
機
に
犬
山
方
面
へ
急
行
。

【
羽
黒
合
戦
】（
秀
吉
方
）
勝
入
・
長
可×

（
徳
川
方
）
酒
井
忠
次
な
ど

↓
酒
井
勢
が
大
勝
を
お
さ
め
る
。

秀
吉
、
楽
田
城
入
城
。
こ
の
前
後
に
家
康
・
信
雄
も
小
牧
山
城
入
城
。

↓
両
陣
営
と
も
に
「
陣
地
」
を
構
え
る
。

秀
吉
方
は
守
備
の
手
薄
な
三
河
へ
攻
め
入
り
家
康
の
背
後
を
か
く
乱

す
る
た
め
、
池
田
勝
入
・
森
長
可
を
先
陣
、
三
好
信
吉
（
の
ち
の
秀
次
）

を
大
将
に
出
陣
。

未
明
、
家
康
も
密
か
に
出
陣
。
朝
に
は
信
吉
に
大
勝
し
、
そ
の
報
を

受
け
た
勝
入
・
長
可
は
引
き
返
そ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
家
康
勢
と
ぶ

つ
か
る
。

↓
勝
入
・
長
可
等
、
主
だ
っ
た
武
将
が
相
次
ぎ
戦
死
。
秀
吉
も
長
久

手
方
面
へ
進
軍
す
る
が
引
き
返
す
。

秀
吉
、
墨
俣
の
他
、
木
曽
川
沿
い
の
城
を
普
請
。

↓
尾
張
・
美
濃
国
境
地
帯
に
布
陣
を
展
開
さ
せ
る
こ
と
に
。
５
月
初

め
に
は
岐
阜
城
に
入
る
。

秀
吉
、
信
雄
方
の
加
賀
野
井
城
（
現
在
の
岐
阜
県
羽
島
市
）
を
攻
略
。

秀
吉
、竹
鼻
城
（
現
在
の
岐
阜
県
羽
島
市
）
の
包
囲
開
始
（
水
攻
め
）。

竹
鼻
城
開
城
。

【
蟹
江
合
戦
】
信
雄
方
の
蟹
江
城
を
滝
川
一
益
が
奪
う
。
６
月
12
日
に

清
須
へ
帰
陣
し
て
い
た
家
康
は
蟹
江
城
へ
急
行
す
る
。

家
康
、
蟹
江
城
を
奪
取
。

家
康
は
、一
益
の
伊
勢
国
神
戸
城
を
攻
略
。信
雄
と
と
も
に
伊
勢
進
出
。

秀
吉
、
再
び
大
垣
ま
で
出
陣
。

家
康
、
兵
の
数
を
半
数
に
減
ら
す
。

秀
吉
、
再
び
大
坂
へ
戻
る
。

秀
吉
、
尾
張
国
内
ま
で
出
陣
。

家
康
・
信
雄
、
清
須
か
ら
岩
倉
ま
で
兵
を
進
め
、
秀
吉
の
来
襲
に
備

え
る
。
兵
は
尾
張
北
部
の
中
央
に
展
開
す
る
。

和
議
と
人
質
の
話
題
が
浮
上
す
る
が
翌
日
（
９
月
７
日
）
に
は
決
裂
。

家
康
、
重
吉
城
（
現
在
の
一
宮
市
）
へ
兵
を
派
遣
。

秀
吉
、
河
田
城
（
現
在
の
一
宮
市
）
へ
。

家
康
、
清
須
へ
移
動
。

秀
吉
、
大
坂
へ
戻
る
。

秀
吉
上
洛
。
６
日
に
大
坂
へ
戻
り
、
22
日
に
北
伊
勢
へ
向
け
て
出
陣
。

家
康
、
三
河
へ
一
旦
帰
国
。
美
濃
方
面
へ
再
出
陣
。

秀
吉
、
信
雄
方
の
伊
勢
国
長
島
城
へ
接
近
。

家
康
、
清
須
へ
移
動
。

和
議
成
立

両
軍
、
和
議
成
立
に
伴
い
、
今
回
の
合
戦
で
新
た
に
構
築
、
も
し
く

は
再
利
用
し
た
城
の
破
却
。

小
口
城
、
秀
吉
方
の
砦
と
し
て
再
利
用
。

秀
吉
、
小
口
に
禁
制
を
出
す
。

３
月
末
〜
４
月
上
旬

４
月

秀
吉
、
小
口
よ
り
南
西
方
面
は
稲
葉
良
通
（
一
鉄
）
に
任
せ
る
。

５
月
２
日

小
牧
衆(
家
康
方)

が
物
見
の
際
、
小
口
衆(

秀
吉
方)

と
戦
闘
。

６
月
28
日

秀
吉
、
小
口
城
の
塀
・
柵
は
犬
山
へ
、
兵
糧
は
長
島
へ
移
す
と
い
う

指
示
を
出
す
。

発
端

長
久
手
合
戦

和
議
の
成
立・
終
結
へ

旧大口北小学校多世代が集う憩い広場 鉄筋と木造校舎　昭和48年（1973） 航空写真　昭和30年代後半

（
令
和
元
年
）
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今
年
の
大
河
ド
ラ
マ(

N
H
K)

は
「
ど

う
す
る
家
康
」。
戦
国
武
将
・
徳
川
家
康
の

一
生
を
描
い
た
作
品
で
し
た
。
第
32
回「
小

牧
長
久
手
の
激
闘
」
で
は
「
小
牧
・
長
久

手
の
戦
い
」
で
、
秀
吉
と
家
康
が
天
下
を

二
分
し
た
最
大
の
戦
が
描
か
れ
ま
し
た
。

　

１
５
８
４
（
天
正
12
）
年 

３
月
か
ら
11

月
に
か
け
て
、
織
田
信
雄
の
領
国
で
あ
る

小
牧
・
長
久
手
の
戦
い

尾
張
・
伊
勢
を
中
心
に
、
羽
柴
秀
吉
と
織

田
信
雄
・
徳
川
家
康
連
合
軍
が
総
力
戦
を

展
開
ま
し
た
。

　

広
範
囲
に
複
数
の
戦
い
が
お
こ
な
わ
れ
、

多
く
の
城
（
大
名
・
領
主
）
も
巻
き
込
み
、

全
国
的
に
影
響
を
お
よ
ぼ
し
た
大
規
模
戦

争
で
あ
る
た
め
「
天
下
分
け
目
の
戦
い
」

と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
戦
い
で
小
口
城
は
、
一
時
的
で
は

あ
り
ま
す
が
秀
吉
軍
の
砦
と
し
て
重
要
な

役
割
を
果
た
し
ま
す
。

3月13日　秀吉方の池田勝入（恒興）・森長可が木曽川を渡って犬山城攻略。勝
入は周辺の村々の制圧に乗り出し、各所を放火。犬山城主、中川定成が伊勢国峯城（三
重県関町）に出陣していた留守をつく奇襲作戦だった。

3月17日　徳川勢、勝入・長可の軍勢に制圧された楽田・
羽黒・五郎丸を放火してまわるうち、羽黒・八幡林におい
て長可勢と遭遇。合戦となる。
森長可は「鬼武蔵」と呼ばれるくらいの豪傑であったが、
不意を突かれて傷を負い、大敗を喫する (犬山へ退く )。
野呂助左衛門親子、長可の盾となって壮烈な討死をする。

4月8日　秀吉方は守備の手薄な三河へ攻め入り
家康の背後をかく乱するため、池田勝入・森長可
を先陣、三好信吉（のちの秀次）を大将に出陣。

4月9日　早朝、白山林で朝食をとっ
ていたところを徳川軍の先発隊が背
後から急襲。三好信吉に大勝。

4月9日　三好軍の敗北を
知った池田勝入・森長可が
駆けつけるが家康軍に敗北。

4月9日　当時16歳の丹羽氏重が全力
で、池田勝入隊と戦い、全員が討ち死に。
時間をかせぐことができ、岡崎城を攻め
られずに済む。

3月29日　この前
後に家康・信雄も
小牧山城入城。
→両陣営ともに「陣地」
　を構える。

4月9日　未明、家康密か
に出陣。

家康  軍本陣
小牧  山城

秀吉軍本陣
楽田城

北外山砦
宇田津砦

羽黒八幡林の戦い

や
は
ず
じ
ょ
う

ひ
ろ
ち
か

ば
ん
こ
う
け
ん

小牧長久手の戦い合戦図

　

小
口
城
は
、
１
４
５
９
（
長
禄
３
）
年

に
織
田
広
近
に
よ
っ
て
築
城
さ
れ
、
別
名

「
箭
筈
城
」
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
城
の

ま
わ
り
に
土
塁
を
め
ぐ
ら
し
、
見
事
な
二

重
の
掘
は
「
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
」
の
際
、

小
牧
山
城
の
方
角
に
作
ら
れ
、
強
固
な
城

で
し
た
。

　

10
年
後
、
広
近
は
木
之
下
城
（
犬
山
市
）

を
築
城
し
ま
す
。
小
口
城
と
木
之
下
城
を

あ
わ
せ
て
、
美
濃
の
勢
力
に
対
抗
し
な
が

ら
尾
張
北
部
を
治
め
て
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、小
口
城
の
近
く
の
妙
徳
寺
に「
万
好
軒
」

と
呼
ば
れ
る
隠
居
の
庵
を
つ
く
り
余
生
を

送
り
ま
す
。

信
長
の
小
口
攻
め

　

永
禄
年
間
（
１
５
５
８
〜
１
５
６
９
）、

小
口
城
主
は
犬
山
城
主
（
織
田
信
清
）
の

家
老
に
あ
た
る
中
嶋
豊
後
守
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
信
清
は
織
田
信
長
の
従
兄
弟
で

し
た
が
、
領
土
問
題
で
清
須
城
主 

信
長
と

対
立
し
て
い
ま
し
た
。

　

信
長
は
、
尾
張
を
統
一
す
る
過
程
で
小

口
城
を
攻
め
ま
し
た
が
、
小
口
城
は
な
か

な
か
の
堅
塁
で
信
長
は
兵
を
退
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
信
長
は
小
牧
山
城
を
築
城
し
、

小
口
城
を
威
圧
。
中
嶋
豊
後
守
は
信
長
の

家
臣 

丹
羽
長
秀
の
説
得
に
応
じ
、
信
長
に

投
降
し
ま
し
た
。そ
の
後
、犬
山
城
が
落
城
、

小
口
城
も
廃
城
と
な
り
ま
し
た
。

木之下城

青塚（砦）

小牧山（砦）

木曽川

小口城

岩倉城

尾張

美濃

尾張

美濃

小口城と犬山城を結ぶ道は
「織田街道」と呼ばれてた。

小口城は軍事的に
重要な役割を果す。

信長の小口城攻め地図

第21回 秋の伝統芸能発表会
（多世代が集う憩い広場）

小口城址公園

現在の地図と小口城

五
条
川

木
曽
川

長
良
川

矢田川

稲葉山城
（岐阜城）

犬山城

小口城
黒田城

清須城
織田信長

織田信清 小口城 実は…
犬山城や小牧山城よりも古い城
当時は尾張北部の政治的中心地であった !!

そのとき
小口城は？

そのとき
小口城は？

そのとき
小口城は？

そのとき
小口城は？

尾
張
西
部
で
の
戦
い

尾
張
西
部
で
の
戦
い

小牧・長久手の戦い　により
戦場と化した尾張北　部

主戦場が尾張北部から移　動しても
続いた「火を放つ」「田　 を苅る」

　8月28日　秀吉、小折・  奈良・赤見に放火
　9月  1日　酒井忠次勢、   楽田で苅田
　9月  5日　酒井忠次勢、   楽田で苅田
　9月20日　松平家忠、      青塚に放火

「小牧・長久手の戦い」　　が終わるまでの約8か月間、戦
闘行為はなくとも尾張　　北部はずっと戦線と化し、住
民にとって平穏な日はあ　りませんでした。

▲小口城の歴史的な移り変わりや出土
　品などを紹介する「展示棟」

物見櫓の高さは17m。犬山城、岐阜城、
清須城などの方向が表示され、当時
の眺望を思い描くことができます。

▲

平成6年・8年の発掘調査により、
戦国時代の小口城の礎石・井戸・野
鍛冶炉跡（のかじろあと）が確認さ
れ、多数の土器片・鉄片が出土しま
した。

▲

▲豊田獅子囃子保存会 ▲河北木遣保存会

▲中小口伝統芸能保存会 ▲上小口伝統芸能保存会

小口城址公園
大口町城屋敷一丁目261番地
開館日 
土・日・祝日のみ　
令和5年12月29日から
令和6年1月3日は特別休館日
利用時間 
展示室・物見櫓　午前9時から
正午、午後１時から４時30分
入館は午後４時まで

※

※

3月29日　秀吉、楽田城入城（現在の楽田小学校）。

　

か
つ
て
小
口
城
が
あ
っ
た
と
語
り
継
が

れ
、親
し
ま
れ
て
き
た「
城
山
」。
廃
城
に
な
っ

て
も
、
の
ち
に
「
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
」

で
砦
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

重
要
な
交
通
の
要
所

だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

白山林の戦い

つ
ね
お
き

か
つ
い
り

も
り
な
が
よ
し

の
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し

す
の
ま
た
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た
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し
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し
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ど

よ
し
と
し
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し
さ
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よ
し
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ど

と
し
ひ
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た
み
や
ま
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あ
ざ
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た
け
が
は
な

し
げ
よ
し

こ
う
だ

ぶ
ん
ご
の
か
み

な
が
ひ
で

か
ず
ま
す

か
が

の
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よ
し
み
ち

か
に
え

か
ん
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ぶ
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のろ すけざえもん
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●
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現
在
は
小
口
城
址
公
園
と
多
世
代
が
集
う

憩
い
広
場
と
し
て
、
四
季
を
楽
し
め
る
憩
い

の
場
と
な
り
、
秋
に
は
伝
統
芸
能
発
表
会
な

ど
が
催
さ
れ
賑
わ
い
ま
す
。
歴
史
を
感
じ
な

が
ら
、
大
口
町
の
魅
力
を
探
し
に
行
っ
て
み

ま
し
ょ
う
！

　

か
つ
て
小
口
城
が
あ
っ
た
と
語
り
継
が

れ
、
親
し
ま
れ
て
き
た
「
城
山
」。
城
の
南

側
に
は
清
須
城
（
清
須
市
）
に
続
く
五
条
川

が
流
れ
、
木
之
下
城
（
犬
山
市
）
を
結
ぶ
街

道
が
通
る
小
口
城
。
廃
城
に
な
っ
て

も
、
の
ち
に
「
小
牧
・
長
久
手

の
戦
い
」
で
砦
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
重
要
な
交
通

の
要
所
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

現
在
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多
世
代
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集
う
憩

い
広
場
と
し
て
、
四
季
を
楽
し
め
る
憩
い
の
場

と
な
り
、
秋
に
は
伝
統
芸
能
発
表
会
な
ど
が
催

さ
れ
賑
わ
い
ま
す
。
歴
史
を
感
じ
な
が
ら
、
大

口
町
の
魅
力
を
探
し
に
行
っ
て
み
ま
し
ょ
う
！
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小
口
城
の
う
つ
り
か
わ
り

城
か
ら
学
校
、
そ
し
て
公
園
へ

明
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22
年
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１
８
８
９
）

　
　
　

39
年
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１
９
０
６
）

　
　
　

40
年
（
１
９
０
７
）

大
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４
年
（
１
９
１
５
）

　
　
　

昭
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年
（
１
９
３
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）

　
　
　

13
年
（
１
９
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８
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年
（
１
９
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１
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年
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１
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年
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１
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年
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１
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年
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１
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２
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38
年
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１
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年
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１
９
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年
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１
９
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）

　
　
　

49
年
（
１
９
７
４
）

　
　
　

51
年
（
１
９
７
６
）

　
　
　

54
年
（
１
９
７
９
）

　
　
　

62
年
（
１
９
８
７
）

平
成　

２
年
（
１
９
９
０
）

　
　
　

10
年
（
１
９
９
８
）

　
　
　

11
年
（
１
９
９
９
）

　
　
　

17
年
（
２
０
０
５
）

　
　
　

22
年
（
２
０
１
０
）

　
　平

成　

31
年
（
２
０
１
９
）

小
口
尋
常
小
学
校
が
小
口
神
社
境
内
に
開
校

大
口
村
成
立

大
口
第
二
尋
常
高
等
小
学
校　

創
立

「
小
口
城
址
」
石
碑　

建
立

戦
役
記
念
碑　

建
立

二
宮
金
次
郎
像　

建
立

相
撲
場　

設
置

大
口
村
北
国
民
学
校
に
改
称

大
口
村
立
大
口
北
小
学
校
に
改
称

プ
ー
ル　

竣
工

講
堂
兼
体
育
館　

竣
工

大
口
町
立
大
口
北
小
学
校
に
改
称

校
歌
制
定
、
プ
ー
ル　

竣
工

観
察
池
、
岩
石
園
、
パ
ノ
ラ
マ
園　

竣
工

お
と
ぎ
の
山　

完
成

鉄
筋
校
舎　

竣
工

運
動
場
、
庭
園
整
備
完
了

大
口
西
小
学
校
開
校
に
伴
い
児
童
移
籍

プ
ー
ル
改
築

「
大
志
の
像
」　

建
立

「
考
え
る
人
」　

建
立

旧
門
柱
移
設
完
了

小
口
城
址
公
園
竣
工

講
堂
耐
震
工
事　

完
了

大
口
北
小
学
校
移
転

旧
校
舎
取
り
壊
し
完
了

「
多
世
代
が
集
う
憩
い
広
場
」
オ
ー
プ
ン

五条川堤に
桜の植樹始まる

長
禄　

３
年
（
１
４
５
９
）

文
正　

元
年
（
１
４
６
６
）

応
仁　

元
年
（
１
４
６
７
）

文
明　

元
年
（
１
４
６
９
）

　
　
　

　
　
　

　
　
　

７
年
（
１
４
７
５
）

　
　
　

８
年
（
１
４
７
６
）

　
　
　

10
年
（
１
４
７
８
）

　
　
　

11
年
（
１
４
７
９
）

　
　
　

13
年
（
１
４
８
１
）

長
享　

元
年
（
１
４
８
７
）

　
　
　

２
年
（
１
４
８
８
）

延
徳　

３
年
（
１
４
９
１
）

明
応　

元
年
（
１
４
９
２
）

　
　
　

４
年
（
１
４
９
５
）

天
文　

６
年
（
１
５
３
７
）

天
文　

12
年
（
１
５
４
３
）

天
文　

13
年
（
１
５
４
４
）

　
　
　

20
年
（
１
５
５
１
）

永
禄
年
間     

（
１
５
５
８
）

　
　
　
　
　

  

（
１
５
６
９
）

天
正　

12
年
（
１
５
８
４
）

織
田
広
近
、
小
口
城
を
築
城

尾
張
守
護
斯
波
氏
の
内
紛
に
よ
り
広
近
、
一
族
と
と
も

に
斯
波
義
廉
を
救
援

尾
張
に
お
い
て
守
護
斯
波
氏
の
内
紛
と
、
守
護
代
織
田

氏
の
内
紛
が
結
び
つ
き
争
う

﹇
東
軍
：
斯
波
義
敏
・
織
田
敏
定×

西
軍
：
斯
波
義
廉
・

織
田
敏
広
（
広
近
の
兄
）﹈

広
近
、
余
野
徳
林
寺
を
再
興

広
近
、
木
之
下
城
を
築
城
（
現
在
の
犬
山
市
立
図
書
館

南
側
の
愛
宕
神
社
）

広
近
、
隠
居
所
「
万
好
軒
」
を
つ
く
る

敏
定
、
守
護
所
の
下
津
城
を
攻
め
て
焼
く

敏
定
、
守
護
代
と
し
て
清
須
に
籠
城

敏
広
、
こ
の
こ
ろ
岩
倉
城
を
築
城
し
て
入
城

敏
広
没
し
、
岩
倉
方
は
清
須
方
の
斯
波
義
良
（
義
寛
）

に
帰
順

10
月
８
日
、
広
近
、
兄
敏
広
の
子
・
千
代
夜
叉
丸
と
敏
定

と
共
に
、
将
軍
足
利
義
政
・
日
野
富
子
ら
に
贈
物
を
す
る

広
近
、「
万
好
軒
」
に
隠
居
す
る

12
月
９
日
、
広
近
、
近
江
出
陣
中
に
陣
屋
で
火
事
を
出
す

寛
近
（
広
近
の
子
）、
広
近
の
画
を
描
か
せ
、
梅
心
瑞

庸
（
鵜
沼
承
国
寺
）
が
こ
れ
に
画
賛
を
書
く

広
近
没
す
る

将
軍
足
利
義
材
の
近
江
六
角
氏
攻
め
の
時
、
敏
定
親
子

と
と
も
に
寛
近
等
岩
倉
方
も
従
軍

広
近
の
遺
命
を
受
け
た
敏
定
が
「
万
好
軒
」
を
改
め
妙

徳
寺
創
建

敏
定
、
美
濃
船
田
合
戦
中
に
病
死

寛
近
、
織
田
信
秀
の
稲
葉
山
攻
め
に
際
し
立
政
寺
に
禁

制
を
掲
げ
る

寛
近
、
病
床
の
信
秀
に
代
わ
り
、
斉
藤
道
三
と
美
濃
守

護
と
の
争
い
の
仲
裁
役
と
し
て
土
岐
小
次
郎
（
美
濃
守

護
の
子
）
に
手
紙
を
書
き
、
争
い
を
鎮
め
る

信
長
の
小
口
攻
め
﹇
小
口
城
主
・
中
島
豊
後
守
（
犬
山

城
家
老
）﹈

こ
の
戦
い
で
信
長
の
家
臣
、
岩
室
長
門
守
、
戦
死

小
口
城
の
勢
力
、
信
長
側
に
投
降
（
小
口
城
が
廃
城
に
）

秀
吉
方
の
砦
と
し
て
再
利
用

～

応仁・文明の乱
はじまる犬山城築城

小牧山城
築城

堀尾吉晴
生まれる
（松江開府の祖）

織田信長による尾張統一

小牧・長久手の戦い

小
牧
長
久
手
の
戦
い

３
月
６
日

３
月
13
日

３
月
17
日

３
月
29
日

４
月
８
日

４
月
９
日

４
月
12
日

５
月
７
日

５
月
10
日

６
月
３
日

６
月
16
日

７
月
３
日

７
月
９
日

７
月
15
日

７
月
17
日

７
月
29
日

８
月
19
日

８
月
29
日

９
月
６
日

９
月
７
日

９
月
18
日

９
月
27
日

９
月
29
日

10
月
２
日

10
月
17
日

11
月
５
日

11
月
９
日

11
月
12
日

11
月
15
日

伊
勢
国
長
島
城
に
お
い
て
、
織
田
信
雄
が
重
臣
３
名
（
岡
田
重
孝
・

津
川
義
冬
・
浅
井
田
宮
丸
）
を
、
秀
吉
に
通
じ
て
い
た
と
い
う
理
由

で
殺
害
。

↓
家
康
方
・
秀
吉
方
と
も
に
尾
張
・
伊
勢
を
中
心
に
兵 

力
を
差
し
向

け
る
。

秀
吉
方
の
池
田
勝
入（
恒
興
）・
森
長
可
が
犬
山
城
攻
略
。各
所
を
放
火
。

↓
当
初
伊
勢
が
主
戦
場
に
な
る
と
踏
ん
で
い
た
両
陣
営
は
、
こ
れ
を

契
機
に
犬
山
方
面
へ
急
行
。

【
羽
黒
合
戦
】（
秀
吉
方
）
勝
入
・
長
可×

（
徳
川
方
）
酒
井
忠
次
な
ど

↓
酒
井
勢
が
大
勝
を
お
さ
め
る
。

秀
吉
、
楽
田
城
入
城
。
こ
の
前
後
に
家
康
・
信
雄
も
小
牧
山
城
入
城
。

↓
両
陣
営
と
も
に
「
陣
地
」
を
構
え
る
。

秀
吉
方
は
守
備
の
手
薄
な
三
河
へ
攻
め
入
り
家
康
の
背
後
を
か
く
乱

す
る
た
め
、
池
田
勝
入
・
森
長
可
を
先
陣
、
三
好
信
吉
（
の
ち
の
秀
次
）

を
大
将
に
出
陣
。

未
明
、
家
康
も
密
か
に
出
陣
。
朝
に
は
信
吉
に
大
勝
し
、
そ
の
報
を

受
け
た
勝
入
・
長
可
は
引
き
返
そ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
家
康
勢
と
ぶ

つ
か
る
。

↓
勝
入
・
長
可
等
、
主
だ
っ
た
武
将
が
相
次
ぎ
戦
死
。
秀
吉
も
長
久

手
方
面
へ
進
軍
す
る
が
引
き
返
す
。

秀
吉
、
墨
俣
の
他
、
木
曽
川
沿
い
の
城
を
普
請
。

↓
尾
張
・
美
濃
国
境
地
帯
に
布
陣
を
展
開
さ
せ
る
こ
と
に
。
５
月
初

め
に
は
岐
阜
城
に
入
る
。

秀
吉
、
信
雄
方
の
加
賀
野
井
城
（
現
在
の
岐
阜
県
羽
島
市
）
を
攻
略
。

秀
吉
、竹
鼻
城
（
現
在
の
岐
阜
県
羽
島
市
）
の
包
囲
開
始
（
水
攻
め
）。

竹
鼻
城
開
城
。

【
蟹
江
合
戦
】
信
雄
方
の
蟹
江
城
を
滝
川
一
益
が
奪
う
。
６
月
12
日
に

清
須
へ
帰
陣
し
て
い
た
家
康
は
蟹
江
城
へ
急
行
す
る
。

家
康
、
蟹
江
城
を
奪
取
。

家
康
は
、一
益
の
伊
勢
国
神
戸
城
を
攻
略
。信
雄
と
と
も
に
伊
勢
進
出
。

秀
吉
、
再
び
大
垣
ま
で
出
陣
。

家
康
、
兵
の
数
を
半
数
に
減
ら
す
。

秀
吉
、
再
び
大
坂
へ
戻
る
。

秀
吉
、
尾
張
国
内
ま
で
出
陣
。

家
康
・
信
雄
、
清
須
か
ら
岩
倉
ま
で
兵
を
進
め
、
秀
吉
の
来
襲
に
備

え
る
。
兵
は
尾
張
北
部
の
中
央
に
展
開
す
る
。

和
議
と
人
質
の
話
題
が
浮
上
す
る
が
翌
日
（
９
月
７
日
）
に
は
決
裂
。

家
康
、
重
吉
城
（
現
在
の
一
宮
市
）
へ
兵
を
派
遣
。

秀
吉
、
河
田
城
（
現
在
の
一
宮
市
）
へ
。

家
康
、
清
須
へ
移
動
。

秀
吉
、
大
坂
へ
戻
る
。

秀
吉
上
洛
。
６
日
に
大
坂
へ
戻
り
、
22
日
に
北
伊
勢
へ
向
け
て
出
陣
。

家
康
、
三
河
へ
一
旦
帰
国
。
美
濃
方
面
へ
再
出
陣
。

秀
吉
、
信
雄
方
の
伊
勢
国
長
島
城
へ
接
近
。

家
康
、
清
須
へ
移
動
。

和
議
成
立

両
軍
、
和
議
成
立
に
伴
い
、
今
回
の
合
戦
で
新
た
に
構
築
、
も
し
く

は
再
利
用
し
た
城
の
破
却
。

小
口
城
、
秀
吉
方
の
砦
と
し
て
再
利
用
。

秀
吉
、
小
口
に
禁
制
を
出
す
。

３
月
末
〜
４
月
上
旬

４
月

秀
吉
、
小
口
よ
り
南
西
方
面
は
稲
葉
良
通
（
一
鉄
）
に
任
せ
る
。

５
月
２
日

小
牧
衆(

家
康
方)

が
物
見
の
際
、
小
口
衆(

秀
吉
方)

と
戦
闘
。

６
月
28
日

秀
吉
、
小
口
城
の
塀
・
柵
は
犬
山
へ
、
兵
糧
は
長
島
へ
移
す
と
い
う

指
示
を
出
す
。

発
端

長
久
手
合
戦

和
議
の
成
立・
終
結
へ

旧大口北小学校多世代が集う憩い広場 鉄筋と木造校舎　昭和48年（1973） 航空写真　昭和30年代後半

（
令
和
元
年
）

三河

尾張

美濃

三重

五
条
川

揖
斐
川

庄内川

長
良
川

木曽川

岐阜城

犬山城

清洲城

大垣城

小牧山城

楽田城
小口砦
青塚砦

蟹清水砦

北外山砦
宇田津砦

田楽砦

内久保砦
外久保砦

小松寺砦
田中砦
二重堀砦

羽黒城

岩崎城

岡崎城

熱田神宮

矢田川

伊勢湾

矢作川

岩崎砦

竹ヶ鼻城

加賀野井城

峯城

長島城

蟹江城

●田城 星崎城

小幡城

金山城

亀山城

大野城

刈谷城

戸木城

長久手の戦い

岩崎城の戦い

白山林の戦い

羽黒八幡林の戦い

三河

尾張

美濃

三重

五
条
川

揖
斐
川

庄内川

長
良
川

木曽川

岐阜城

犬山城

清洲城

大垣城

小牧山城

楽田城
羽黒城

岩崎城

岡崎城

熱田神宮

矢田川

伊勢湾

矢作川

外久保砦
内久保砦

小松寺砦

小口砦
青塚砦

田中砦
二重堀砦

蟹清水砦

北外山砦
宇田津砦

田楽砦

岩崎砦

竹ヶ鼻城

加賀野井城

峯城

長島城

蟹江城

●田城 星崎城

小幡城

金山城

亀山城

大野城

刈谷城

戸木城

長久手の戦い

岩崎城の戦い

白山林の戦い

羽黒八幡林の戦い
犬山城

羽黒城

岩崎城
岡崎城

外久保砦
内久保砦

小松寺砦

小口砦

青塚砦

田中砦
二重堀砦

蟹清水砦

田楽砦

岩崎砦

長久手の戦い

岩崎城の戦い

　

今
年
の
大
河
ド
ラ
マ(

N
H
K)

は
「
ど

う
す
る
家
康
」。
戦
国
武
将
・
徳
川
家
康
の

一
生
を
描
い
た
作
品
で
し
た
。
第
32
回「
小

牧
長
久
手
の
激
闘
」
で
は
「
小
牧
・
長
久

手
の
戦
い
」
で
、
秀
吉
と
家
康
が
天
下
を

二
分
し
た
最
大
の
戦
が
描
か
れ
ま
し
た
。

　

１
５
８
４
（
天
正
12
）
年 

３
月
か
ら
11

月
に
か
け
て
、
織
田
信
雄
の
領
国
で
あ
る

小
牧
・
長
久
手
の
戦
い

尾
張
・
伊
勢
を
中
心
に
、
羽
柴
秀
吉
と
織

田
信
雄
・
徳
川
家
康
連
合
軍
が
総
力
戦
を

展
開
ま
し
た
。

　

広
範
囲
に
複
数
の
戦
い
が
お
こ
な
わ
れ
、

多
く
の
城
（
大
名
・
領
主
）
も
巻
き
込
み
、

全
国
的
に
影
響
を
お
よ
ぼ
し
た
大
規
模
戦

争
で
あ
る
た
め
「
天
下
分
け
目
の
戦
い
」

と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
戦
い
で
小
口
城
は
、
一
時
的
で
は

あ
り
ま
す
が
秀
吉
軍
の
砦
と
し
て
重
要
な

役
割
を
果
た
し
ま
す
。

3月13日　秀吉方の池田勝入（恒興）・森長可が木曽川を渡って犬山城攻略。勝
入は周辺の村々の制圧に乗り出し、各所を放火。犬山城主、中川定成が伊勢国峯城（三
重県関町）に出陣していた留守をつく奇襲作戦だった。

3月17日　徳川勢、勝入・長可の軍勢に制圧された楽田・
羽黒・五郎丸を放火してまわるうち、羽黒・八幡林におい
て長可勢と遭遇。合戦となる。
森長可は「鬼武蔵」と呼ばれるくらいの豪傑であったが、
不意を突かれて傷を負い、大敗を喫する (犬山へ退く )。
野呂助左衛門親子、長可の盾となって壮烈な討死をする。

4月8日　秀吉方は守備の手薄な三河へ攻め入り
家康の背後をかく乱するため、池田勝入・森長可
を先陣、三好信吉（のちの秀次）を大将に出陣。

4月9日　早朝、白山林で朝食をとっ
ていたところを徳川軍の先発隊が背
後から急襲。三好信吉に大勝。

4月9日　三好軍の敗北を
知った池田勝入・森長可が
駆けつけるが家康軍に敗北。

4月9日　当時16歳の丹羽氏重が全力
で、池田勝入隊と戦い、全員が討ち死に。
時間をかせぐことができ、岡崎城を攻め
られずに済む。

3月29日　この前
後に家康・信雄も
小牧山城入城。
→両陣営ともに「陣地」
　を構える。

4月9日　未明、家康密か
に出陣。

家康  軍本陣
小牧  山城

秀吉軍本陣
楽田城

北外山砦
宇田津砦

羽黒八幡林の戦い

や
は
ず
じ
ょ
う

ひ
ろ
ち
か

ば
ん
こ
う
け
ん

小牧長久手の戦い合戦図

　

小
口
城
は
、
１
４
５
９
（
長
禄
３
）
年

に
織
田
広
近
に
よ
っ
て
築
城
さ
れ
、
別
名

「
箭
筈
城
」
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
城
の

ま
わ
り
に
土
塁
を
め
ぐ
ら
し
、
見
事
な
二

重
の
掘
は
「
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
」
の
際
、

小
牧
山
城
の
方
角
に
作
ら
れ
、
強
固
な
城

で
し
た
。

　

10
年
後
、
広
近
は
木
之
下
城
（
犬
山
市
）

を
築
城
し
ま
す
。
小
口
城
と
木
之
下
城
を

あ
わ
せ
て
、
美
濃
の
勢
力
に
対
抗
し
な
が

ら
尾
張
北
部
を
治
め
て
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、小
口
城
の
近
く
の
妙
徳
寺
に「
万
好
軒
」

と
呼
ば
れ
る
隠
居
の
庵
を
つ
く
り
余
生
を

送
り
ま
す
。

信
長
の
小
口
攻
め

　

永
禄
年
間
（
１
５
５
８
〜
１
５
６
９
）、

小
口
城
主
は
犬
山
城
主
（
織
田
信
清
）
の

家
老
に
あ
た
る
中
嶋
豊
後
守
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
信
清
は
織
田
信
長
の
従
兄
弟
で

し
た
が
、
領
土
問
題
で
清
須
城
主 

信
長
と

対
立
し
て
い
ま
し
た
。

　

信
長
は
、
尾
張
を
統
一
す
る
過
程
で
小

口
城
を
攻
め
ま
し
た
が
、
小
口
城
は
な
か

な
か
の
堅
塁
で
信
長
は
兵
を
退
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
信
長
は
小
牧
山
城
を
築
城
し
、

小
口
城
を
威
圧
。
中
嶋
豊
後
守
は
信
長
の

家
臣 

丹
羽
長
秀
の
説
得
に
応
じ
、
信
長
に

投
降
し
ま
し
た
。そ
の
後
、犬
山
城
が
落
城
、

小
口
城
も
廃
城
と
な
り
ま
し
た
。

木之下城

青塚（砦）

小牧山（砦）

木曽川

小口城

岩倉城

尾張

美濃

尾張

美濃

小口城と犬山城を結ぶ道は
「織田街道」と呼ばれてた。

小口城は軍事的に
重要な役割を果す。

信長の小口城攻め地図

第21回 秋の伝統芸能発表会
（多世代が集う憩い広場）

小口城址公園

現在の地図と小口城

五
条
川

木
曽
川

長
良
川

矢田川

稲葉山城
（岐阜城）

犬山城

小口城
黒田城

清須城
織田信長

織田信清 小口城 実は…
犬山城や小牧山城よりも古い城
当時は尾張北部の政治的中心地であった !!

そのとき
小口城は？

そのとき
小口城は？

そのとき
小口城は？

そのとき
小口城は？

尾
張
西
部
で
の
戦
い

尾
張
西
部
で
の
戦
い

小牧・長久手の戦い　により
戦場と化した尾張北　部

主戦場が尾張北部から移　動しても
続いた「火を放つ」「田　 を苅る」

　8月28日　秀吉、小折・  奈良・赤見に放火
　9月  1日　酒井忠次勢、   楽田で苅田
　9月  5日　酒井忠次勢、   楽田で苅田
　9月20日　松平家忠、      青塚に放火

「小牧・長久手の戦い」　　が終わるまでの約8か月間、戦
闘行為はなくとも尾張　　北部はずっと戦線と化し、住
民にとって平穏な日はあ　りませんでした。

▲小口城の歴史的な移り変わりや出土
　品などを紹介する「展示棟」

物見櫓の高さは17m。犬山城、岐阜城、
清須城などの方向が表示され、当時
の眺望を思い描くことができます。

▲

平成6年・8年の発掘調査により、
戦国時代の小口城の礎石・井戸・野
鍛冶炉跡（のかじろあと）が確認さ
れ、多数の土器片・鉄片が出土しま
した。

▲

▲豊田獅子囃子保存会 ▲河北木遣保存会

▲中小口伝統芸能保存会 ▲上小口伝統芸能保存会

小口城址公園
大口町城屋敷一丁目261番地
開館日 
土・日・祝日のみ　
令和5年12月29日から
令和6年1月3日は特別休館日
利用時間 
展示室・物見櫓　午前9時から
正午、午後１時から４時30分
入館は午後４時まで

※

※

3月29日　秀吉、楽田城入城（現在の楽田小学校）。

　

か
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が
あ
っ
た
と
語
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れ
、親
し
ま
れ
て
き
た「
城
山
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廃
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に
な
っ

て
も
、
の
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に
「
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
」

で
砦
と
し
て
利
用
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。
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現
在
は
小
口
城
址
公
園
と
多
世
代
が
集
う

憩
い
広
場
と
し
て
、
四
季
を
楽
し
め
る
憩
い

の
場
と
な
り
、
秋
に
は
伝
統
芸
能
発
表
会
な

ど
が
催
さ
れ
賑
わ
い
ま
す
。
歴
史
を
感
じ
な

が
ら
、
大
口
町
の
魅
力
を
探
し
に
行
っ
て
み

ま
し
ょ
う
！

　

か
つ
て
小
口
城
が
あ
っ
た
と
語
り
継
が

れ
、
親
し
ま
れ
て
き
た
「
城
山
」。
城
の
南

側
に
は
清
須
城
（
清
須
市
）
に
続
く
五
条
川

が
流
れ
、
木
之
下
城
（
犬
山
市
）
を
結
ぶ
街

道
が
通
る
小
口
城
。
廃
城
に
な
っ
て

も
、
の
ち
に
「
小
牧
・
長
久
手

の
戦
い
」
で
砦
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
重
要
な
交
通

の
要
所
だ
っ
た
の
で
は
な
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で
し
ょ
う
か
。

　

現
在
は
小
口
城
址
公
園
と
多
世
代
が
集
う
憩

い
広
場
と
し
て
、
四
季
を
楽
し
め
る
憩
い
の
場

と
な
り
、
秋
に
は
伝
統
芸
能
発
表
会
な
ど
が
催

さ
れ
賑
わ
い
ま
す
。
歴
史
を
感
じ
な
が
ら
、
大

口
町
の
魅
力
を
探
し
に
行
っ
て
み
ま
し
ょ
う
！

五条川五条川

織田街道

大口中保育園

小口神社

小口城址公園

多世代が集う憩い広場
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